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ちばがんなびでは、小児がん・ＡＹＡ世代がんに関しては、「がんについて

知る」の“小児がんの概要”国立がん研究センターがん情報サービスへのリ

ンク、生活を支える情報の「こどもの療養を支える」に掲載をしている。 

 

【改定２点】 

① 「がんについて知る」

（https://wwwp.pref.chiba.lg.jp/pbgnv/family/know/index.html）に 

“AYA世代がんの概要”国立がん研究センターがん情報サービスへの 

リンクを新たに実施する。 

 

 

各種がんの解説(がん情報サービス) 

小児がんの解説(がん情報サービス) 

⇒リンクされていないため https://ganjoho.jp/public/life_stage/child/index.htmlに変更 

AYA世代のがんの解説（がん情報サービス） 

https://ganjoho.jp/public/life_stage/aya/index.html 

 

 

 

 

NEW 
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② 生活を支える情報の「こどもの療養を支える」 

（https://wwwp.pref.chiba.lg.jp/pbgnv/family/useful/useful02/supportchildren/ind

ex.html）の内容を見直し、「子ども・AYA世代の療養を支える」に名称変更

し、就学・就労・長期フォローアップ・晩期合併症・妊孕性温存療法等の 

情報を追加する。 

 また、生活を支える情報として、活用できる制度や情報サイトを掲載す

る。 

 

ちばがんなび > がん患者の方

とそのご家族へ > 生活を支え

る情報 > 療養生活情報 > こど

もの療養を支える 

⇒「子ども・AYA世代の療養生活

情報」に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NEW 
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子ども・AYA世代の方の療養生活情報 

※AYA 世代とは、主に 15 歳から 39 歳にかけての人達の世代を言います。AYA とは 

Adolescent and Young Adultの略で「思春期および若い成人」という意味です。 

 

 

■入院中の教育支援、復学支援 

がん診療連携拠点病院と一部医療機関には、病気やけがで長期の入院を必要とする

小・中・高校生が、入院治療中でも安心して学校教育がうけられるよう特別支援学校によ

る院内学級や訪問学級が開設されています。入院中に院内学級や訪問学級で教育を受ける

場合は、入院前に通っていた元の学校と連絡を取り、転籍の手続きを行います。 

小中学校でも私立校の場合や、高校生・大学生が入院した場合には、治療を受けなが

ら学習を継続するシステムは学校ごとに異なります。あなたの学校の状況について、担任

や学生相談室の教職員に相談しましょう。 

復学時に必ずと言ってもよいほど、患者さん・ご家族が抱く不安があります。それは外見が変

わったことや、長期間交流をしていないことで、自分を受け入れてくれるかどうかという不安で

す。退院後は基本的に、元の学校へ戻ることになりますので、入院時からクラスメイトや

教職員と連絡を取っておくことが大切です。 

入院治療が終了する目途がたったら、学校に戻る準備を始めましょう。どのような情

報を学校に伝えればいいのか、入院中の担当教師や医師に相談すると良いかもしれませ

ん。 

■患者さんの兄弟姉妹への支援 

子どもが入院すると、親が長く病院に付き添い、病気の子どもに関心が集まること

で、その兄弟姉妹は何かと我慢を強いられ、さみしい思いをします。兄弟姉妹へも可能な 

範囲で対話することが大切です。また、担任教師や保育士などとも連絡をとり、支援を依

頼しましょう。 
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その際には、兄弟姉妹に病名や治療の内容などを、どのような言葉でどこまで話して

いるかを伝えましょう。 

 

■退院後および小児・AYA世代に関する相談窓口 

小児がんでは、治療が終了してからも長期フォローアップが必要で、晩期合併症の早

期発見とその管理が主な目的です。AYA世代では進学、就職、結婚などに関する心理面の

支援も必要になることが多いと言われています。 

まずは、治療を受けた病院の担当医や相談支援センターに相談し、診察の際に様々な

問題や悩みについてアドバイスを受けましょう。 

 

■晩期合併症について 

 

 がん治療後に、がんそのものからの影響や、薬物療法・放射線治療などの影響で合併症

が起こることがあります。それを、晩期合併症といいます。 

晩期合併症は疾患と受けた治療内容によって、発症する合併症の内容とリスクが異なる

ので、小児がんの治療を受けた病院で自分の治療内容と注意するべきことを確認してみて

ください。 

子どもが自己管理（セルフケア）能力を獲得することはとても大切なことです。起こり

得る晩期合併症を知ることは、自分のからだを知り、規則正しい生活習慣を獲得すること

の動機になります 

 

がん情報サービスリンク（がんの子どもの晩期合併症/長期フォローアップ） 

https://ganjoho.jp/public/support/child_care/follow_up.html 
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■長期フォローアップについて 

小児がん治療終了後も、抗がん剤治療・手術後による晩期合併症を、定期的な診察と  

検査を受けることで、早期に発見できれば適切な対応をとることができます。 

病気や治療内容によって最適な受診の間隔が異なりますので、治療を受けた病院の医師

に相談しましょう。 

長期フォローアップの目的は、自分の身体を知り、ヘルスリテラシーを高め、晩期合併

症のリスクが高い患者さんが、その早期発見と適切な対応・管理を受けることです。 

引っ越しをする時には主治医に相談し、長期フォローアップの受診が可能な引っ越し先

の病院を紹介してもらいましょう。 

 

身長の伸びの低下 

筋肉や骨や歯の発育障害

など 

成長・発達 

心筋症・冠動脈障害など 

心機能 

非感染性肺障害、特発性器質

化肺炎、閉塞性気管支炎など 

呼吸機能 

成長ホルモン分泌障害、 

甲状腺機能障害など 

内 分 泌 機

性腺機能低下・妊孕性低下 

（精子減少・月経異常など） 

生殖機能 

白血病、脳腫瘍、 

甲状腺がんなど 

二次がん 

●晩期合併症に関連する代表的な症状 
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■妊孕性（妊娠する力・させる力）の温存（保存）について 

がんの治療の進歩によって、多くの患者さんが、がんを克服できるようになっています。 

しかし、治療の内容によっては、妊孕性（妊娠する力・させる力）が低下したり、失われ

たりすることがあります。  

近年では、将来自分の子どもを持つ可能性を残すために、卵巣組織や精子、受精卵、未

受精卵を凍結保存する、妊孕性温存療法が行われています。 

 □がんと診断された 

□将来子どもが欲しい 

 □４５歳以下（公的助成は年齢上限４２歳まで、年齢下限なし） 

この３つに当てはまる方は、がんの治療の見通しと共に、妊孕性温存を検討した方がよ

いか、がん治療の医師に相談をしてみてください。 

がん・生殖医療専門医師の話を聞きたい場合は、妊孕性温存を行う医療機関で診察を受

けることができます。その場合も、妊孕性温存療法に時間をかけることが、がんの治療計

画に大きな影響を及ぼすことがないよう、スケジュールをがん治療の医師とよく相談しま

しょう。 

千葉県では、凍結保存等に係る妊孕性温存療法の費用助成を実施しています。詳細はホ

ームページをご覧ください。（相談・カウンセリングについては助成対象になりません） 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kenzu/gan/ninyouseionzon.html 

 

 

■就職活動をするとき 

就職活動をするとき、病気についてどこまで伝えるべきなのか多くの人が迷います。 

また、治療や手術の影響により日常的に支障がある場合には、どのような仕事を選ぶのが

よいのか迷うことがあるかもしれません。 

同じ経験をした仲間の経験を聞いてみるために交流会や患者会に参加してみてもよい

かもしれません。 

リンク：よりよい意思決定のための就職活動応援ガイド 

https://www.ncc.go.jp/jp/cis/divisions/05survivor/05survivor_04.html 
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■子どもを一時的に預けたいとき 

急な通院や入院の付き添い、保護者の方の疾病・仕事・育児疲れなどにより兄弟姉妹

の預け先について困ったり、一時的に家庭での育児が難しくなることがあるかもしれませ

ん。 

※小児がん治療中のお子さんについては、専門的な看護が必要な場合は利用できません。

各制度はお住いの市町村によって未実施のものや、支給条件等がありますので、事前に必

ず市町村の担当課（児童福祉や母子保健の担当課）にご相談ください。 

〇一時預かり 

子どもの保育が難しい時や育児の負担をリフレッシュしたい時に、乳児または幼児を

保育所などにおいて、子どもを一時的に預けることができます。 

〇子どもショートステイ 

家庭での育児が困難な時に、子どもを一時的に預けることができます。宿泊利用可能な

施設もあり、利用期間中は、施設で食事や生活 援助を受けることができます。 

 

〇ファミリー・サポート・センター 

地域で育児をサポートする有償ボランティア組織です。地域において、育児の手助けを

してほしい人と、育児の手助けを行いたい人が会員登録します。子どもを預かってほしい、

保育所の送迎をして欲しいなど、困った時に利用できます。 

 

■子ども向けの制度 

〇小児慢性特定疾患治療研究事業 

がんを含む小児慢性特定疾患の治療にかかった費用のうち、世帯の所得税額に応じて

支払う自己負担金額を超えた部分を助成する制度です。対象となるか、かかりつけの医師

に相談しましょう。 

問合せ先：各健康福祉保健センター(保健所) 

千葉市・船橋市・柏市は各市の窓口 
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〇子ども医療費助成制度 

子どもの保健対策を充実し、子育て世帯の経済的負担を軽減するため、子どもが病気

や怪我などにより受診した場合の医療費を県と市町村で助成する制度です。医療保険の適

用となる医療費が助成対象となります。助成対象となる年齢（学年）や窓口における自己

負担金、所得制限の有無などは、実施主体である市町村によって異なります。 

問合せ先：各市町村の児童福祉担当課 

〇特別児童扶養手当 

一定の障害の状態にある20歳未満の児童を養育する父または母、もしくは実際の養育

者に対する手当です。所得制限があります。 

問合せ先：各市町村の児童福祉担当課 

〇障害児福祉手当 

重度の障害を持つため日常生活に常時介護を必要とする20歳未満の児童に対する手当

です。所得制限があります。 

問合せ先：各市町村の児童福祉担当課 

○予防接種の再接種助成 

骨髄移植を行った場合、移植前に接種した定期予防接種の免疫が低下もしくは消失す

る可能性があるため、医師から、任意で再度必要な予防接種の受け直しを奨励されること

があります。再接種の費用は全額自己負担となり、経済的負担が大きくなります。 

お住いの市町村によっては、経済的負担の軽減、疾病予防のため、再接種費用の助成

を行っています。 

助成実施の有無、費用助成の対象となる予防接種および接種の条件年齢は、実施主体

である市町村によって異なります。 

問合せ先：各市町村の予防接種担当課 
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○医療が高額になる場合（高額療養費制度リンク） 

■仲間をさがす 

千葉県には、小児がんの患者会「NPO法人ミルフィーユ小児がんフロンティアーズ」が

あります。 

患者さん・ご家族の支援活動と小児がんに対する社会の正しい理解を求める啓発活動

を行っています。 

NPO法人 ミルフィーユ 小児がんフロンティアーズ 

小児がんの 

全疾患 

・支えあい 

・情報交換と仲間づくり 

・ボランティア活動 等 

TEL：043-278-9036 

 

 

千葉県では研修会や交流会を企画しています。千葉県のホームページ等で確認してい

ください。 

小児がん対策について 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kenzu/gan/syouniganntaisaku/hpchousa.html 

 

 

小児がんの子を持つ保護者の方同士や同病の方との関わりの中で、小児がんピア・サポ

ーター活動に参加したいと思う方がいるかもしれません。小児がんピア・サポーター推進

協議会で、「小児がんピアサポーター養成研修会」を実施しています。 

小児がんピアサポート推進協議会 

https://cc-peersupport.com/ 
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■情報サイト 

患者さん・ご家族が見ると役に立つ情報を得ることができる可能性があります。 

がんの子どもを守る会  

http://www.ccaj-found.or.jp/ 

 

 

がんになった親と子どものための情報サイト  

Hope Tree（特定非営利活動法人ホープツリー）～パパやママががんになったら～ 

https://hope-tree.jp/ 

 

 

 

AYA世代のがんとくらしサポート 

https://plaza.umin.ac.jp/~aya-support/ 

 

 

 

がんと共に生きる若者を支えるAYA研 

https://aya-ken.jp/ 

 

 

 

がんノート「あなた」か「わたし」のがんの話をしよう 

https://gannote.com/ 


